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はじめに
本稿は，ハノイ国家大学人文社会科学大学歴史学科の教科書であるベトナム語本CO SO KHAO
COHOC（2008）（『考古学の基礎』）の翻訳である。『学苑』No.845に掲載された「ベトナムの考古
文化（4）」のつづきで，下記の第2部第1章3－2.の後半にあたり，新石器時代後期をあつかう。
第2部 第1章2－1．前期旧石器時代（グエンカックスウ著）
同2－2．後期旧石器時代（グエンカックスウ著）
同3－2．ベトナムの新石器時代（ハンヴァンカン著）
第2部 第2章2－1．ベトナム北部の青銅器時代（ラムティミィズン著）
同2－2．ベトナム中部の青銅器時代（ラムティミィズン著）
同2－3．ベトナム南部の青銅器時代（ラムティミィズン著）
第2部 第3章2－1．ベトナムのドンソン文化（ホアンヴァンコアン著）
同2－2．ベトナムのサーフィン文化（ホアンヴァンコアン
／ラムティミィズン著）
同2－3．ベトナム南部の初期鉄器文化（ホアンヴァンコアン著）
第2部 第4章 ベトナムの歴史考古学
（グエンチユ／ホアンヴァンコアン／グエンスオン
マイン／ラムティミィズン／ハンヴァンカン著）
なお，ベトナム語を表記するにあたって声調記号と発音記号を省略し，訳出にあたっては意訳した
箇所もあることをおことわりしておく。
第2部 第1章 3 ベトナムの新石器時代
新石器時代後期
新石器時代後期の文化は多様性と豊富さに特徴があり，共通性の他にそれぞれ個別の様相がみられ
る。新石器時代後期の人びとは生活領域を拡大し，山地地帯や平原地帯，デルタ地帯，海岸地帯，そ
して島嶼部に遺跡を残している（図1）。
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 新石器時代後期
訳解説 菊 池 誠 一
ハロン文化
ハロン（HaLong）文化は今から65年前に発
見され，現在までのところ島嶼部や海岸地帯の
山，そして洞穴に分布し，27遺跡が確認されて
いる。そこでは，精巧に作られた多様な石器が出
土している。ハロン文化人は磨製技術や削り，ノ
コギリの技術に優れ，石斧，有肩石斧，有段石奔，
有肩石奔，有段有肩石奔，対称石斧，非対称石斧
などの独特の石器を製作した。有段有肩石奔はハ
ロン文化の代表的な遺物である（写真1）。他に，
・ハロン痕跡・（平行する溝をもつ磨石）もまたハロ
ン文化の特徴的な遺物である（図21～17）。
ハロン文化の土器は豊富で多様性があり，かつ
独特のもので大多数は軟質土器である。同時期の
他の文化の土器と比較しても個性的な面がみられ
る。胎土に貝殻を含み，文様は凸線や小孔と沈線
文を結合したもので，これはハロン文化の土器と
認定できる。主要な土器は回転台で製作されてい
る（図218～26）。
ハロン文化人は住みやすい場所を選んで居住し，斧や奔のような完全な石器を製作し，それらを使
用して採集や狩猟，漁撈をおこない，また農業や飼育もおこなっていた。ハロン文化人は海を志向し，
近隣や遠い地域の人びとと関係をもっていた。ハロン文化の多様な遺物，例えば有段有肩石斧や同石
奔，・ハロン痕跡・，軟質土器はハロン文化圏以外でも出土しており，このことはハロン文化人が外的
世界と交流をしていたことを証明する。
カイベオ（CaiBeo）遺跡出土の遺物や文化層のありかたから，ハロン文化はカイベオから発展し
たことは明らかである。M.コラニーが，S字文や ・ハロン痕跡・，あるいは有段有肩石奔は外来のも
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図1 新石器時代後期の主要遺跡
写真1 ハロン文化の石器
のであり，その起源は満州，モンゴル，あるいは中国とした見解は，明らかに誤りである。当然のこ
とながら，ハロン文化の発展過程において，ハロン文化人は外的世界から技術的，文化的影響をうけ
なかったというわけではない。
ハロン文化の年代観については研究者間で統一されているわけではない。現状では大略5,000～
4,000BPの年代におさまる。
内的な発展と広域な交流をもち，ハロン文化人は採集や狩猟，漁撈活動を強力に推し進め，石器や
土器，装飾品，織物，漁網などの製作技術を発展させ，また農業や飼育をおこなっていた。
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図2 ハロン文化の石器と土器
１
２ ３
４ ５
６
７
９ 10
８
11 12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25 26
バウチョー文化
バウチョー（BauTro）文化はハロン文化と並行する時期に位置付けられている。バウチョー文化
に属する遺跡は，E.パットとM.コラニーによって1920年代に発掘研究された。しかし，この文
化の全面的な発掘や研究はベトナム人研究者によってここ数十年のあいだに実現したものである。
現在，この文化の遺跡は 20遺跡が知られている。それらは貝塚や砂丘上などにあり，ゲアン
（NgheAn）やハティン（HaTinh），クアンビン（QuangBinh）の海岸地域に分布している。これら
の遺跡は現在の海岸線から3～20km離れた内陸部に位置する。
石器は多くの種類があり，斧，奔，鋤，ナイフ，キリ，杵，石皿，磨石，ヤリ，装飾品，未製品，
片などである。とくに斧，奔，鋤は重要な生産道具であり，みな磨かれている（図3）。
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図3 バウチョー文化の磨製石器
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バウチョー文化の石器は大別して2種類ある。ひとつは有肩石器，いまひとつは無肩の石器で，出
土数はほぼ同じである（写真2）。石斧は通常，斜めの肩部（柄部との角度が90度以上）であり，玄武岩
や頁岩で製作され，刃部の断面はV字形で，身部の断面は楕円形である。とくにタクラク（Thach
Lac）遺跡では両側に溝をもつ石斧があり，これは紐でしばるためのものである。
石奔もまた有肩と無肩の2種類がある。有肩石奔は奔のなかで1/3を占める。有肩石奔は通常，3
種類の肩部（柄との角度が90度以上のタイプ，直線的なタイプ，鋭角のタイプ）があり，刃部が柄部より
長い形，・細長くスイギュウの歯の形・に分類される。
バウチョー文化の石鋤は有肩と無肩の2種類があり，数量的にはほぼ同数である。石鋤は大きく，
身部が曲がっている。
有肩石斧や有肩石奔はバウチョー文化の代表的な石器である。これらは他の新石器時代後期の文化
と区別する指標となる石器である。さらに，・細長くスイギュウの歯の形・の石奔や断面が楕円形の
もの，小さく細長く柄の幅狭いもの，半月形の刃をもつ石奔も典型的な石器である。他にクアンビン
のバウチョー文化人は頁岩の他に，二酸化ケイ素を多く含む石を利用し，石器とした。
石器は打製と磨製があるが，大部分は完全な磨製ではない。刃部を再加工し，再使用するための調
整が確認できる。バウチョー文化人は原石を節約する意識をもっていたのである。
石製装飾品は大変少なく，また形態的にも豊富ではない。腕輪や管玉，耳飾り，指輪などに限定さ
れる。製作技法はノコギリやキリ，荒磨き，仕上げ技術である。特に，2003年のタクラク遺跡発掘
の時に多くの土製装飾品が出土した。例えば蛭状の耳飾りや魚尾形装飾品，三角形装飾品，一先端を
切断したオサ形装飾品，管玉，腕輪などである。
土器は豊富で多様である。粗製土器は砂粒と植物繊維を混ぜ，灰色を呈し，次に黒色土器，赤色土
器と続く。土器は3種類に分けられる。ひとつは尖底土器で内外面に歯状の削りがみられ，いまひ
とつは丸底土器で縄目文，そして丸底あるいは脚付きで縄目文上に沈線文と赤色塗彩の結合した土器
である。研究者たちは尖底土器から丸底土器に推移したと考えている。
土器は手づくね，あるいは回転台を使い，当て具と当て石を使用して製作されている。もっとも普
及している器種は，コップ形や鉢皿形，鍋形，瓶甕形である。土器は，通常3種類の口縁部がみ
られ，それは直立する口縁部，外反する口縁部，強く外反する口縁部，あるいは屈曲する口縁部であ
る。また，丸底で，とくに高坏と脚をも
つコップ形には，口縁部と胴部に耳や印
章形土版，土製装飾品がみられる。
バウチョー文化の骨器は，ノミ，鏃，
尖頭形，そして装飾品がみられる。
土器文様は，縄目文や目文，亀甲文，
貼り付け文，沈線文，そして彩色である
（写真3）。独特のものは，縄目文の上に
波状文があり，かつ赤色と黒色で明るく
塗られ，また小孔と結合しているもので
ある。
バウチョー文化の年代は，おおよそ
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写真2 バウチョー文化の方角石斧と有肩石斧
5,000～4,500BPである。バウチョー文
化人は，異なる海岸地形に長く居住し，
石器製作に優れ，回転台で土器を作り，
採集や狩猟，漁撈，農業，飼育をしてい
た。おそらく，石鋤はバウチョー文化人
にとってもっとも重要な道具であった。
バウチョー文化はクインヴァン（Quynh
Van）文化から発生したものである。バ
ウチョー文化人は，北のハロン文化人や
ホアロク（HoaLoc）文化人と交流をも
ち，また南のソムコン（Xom Con），西
のゲアンとクアンビンの文化の人びととも交流があった。
マイファー文化
マイファー（MaiPha）遺跡はランソン（LangSon）のマイファー社に属し，1920年に発見されて
いた。しかし，マイファー文化という文化名は，1996年にこの遺跡が発掘調査された後に設定され
たものである。マイファー文化に属する遺跡は，現在までのところマイファー以外に，ランソンのバ
ーサー（BaXa），ランナク（LangNac），フィアディエム（PhiaDiem），ファイヴェ（PhaiVe），フ
ォービンザー（PhoBinhGia），ドントゥオック（DongThuoc），ランクム（LangCuom），ビンロン
（BinhLong），ソアンサー（SoanXa），ナームオン（NaMuon），ナーカー（NaCa）が知られており，
これらは洞窟遺跡である。
マイファー文化に属する遺跡の発掘調査によって，豊富で独特の石器群や土器群が出土している。
マイファー文化の石器は量的に多いだけではなく，石斧やノミ，石皿，装飾品，叩き石などのように
種類が豊富である。方角石斧が主要な道具である。有肩石斧や方角石斧には多様な大きさがみられる
（図41～19）。
石器の磨製技術や擦り切り，穿孔などの精度は高い。影が映るほどの石器，左右対称の石器もみら
れる。ホアビンバクソン型の粗製石器やマイファー文化の片石器，あるいはバクソン文化の方角
石斧や彩色土器は，マイファー文化の起源とバクソン文化の関係を示すものである。
マイファー文化の土器は，砂粒や植物繊維，貝殻粉，石英粒を混ぜた粘土で作られている。土器は
赤褐色が主流であり，黒色土器は大変少ない。マイファー文化の土器は回転台で作られている（図5）。
主要な土器は，外反する口縁部をもち，胴部が球形で底部は丸底である。若干の鍋形土器には脚が
あり，また把手がみられる。高坏は身が深く高脚で少し開く。高坏は通常，小孔と結合した沈線文が
みられる。深鉢はふたつの耳がつき，耳は鉄鍋の把手に近い形である。
マイファー文化の土器には，各種の縄目文や沈線文があり，そして小孔がみられる。星形文と小孔
は，マイファー文化の独特な文様である。マイファー文化人は，土器を美しくするためにさらに彩色
している。
マイファー文化の骨器は大変少なく，4点のノミ，磨かれた痕跡のある若干の破片が出土している
だけである（図423～25）。特に注目すべきこととして，若干の貝斧と海産貝，魚骨による装飾品が
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写真3 バウチョー文化の土器
あることである。また，マイファー遺跡では貝殻による有肩（？）斧が7点出土している。身部の両
端と切っ先が磨かれた狭い肩のある斧である。大きさは平均して長さ7cm，身の幅3.3cm，柄部の
長さ3.4cm（図420～22）である。
大変興味深いのは，紐を通す穴が背に穿たれ，磨かれた宝貝がマイファー文化の遺跡で見つかって
いる。マイファーで4点，ランナクで2点，バーサーで2点である。マイファー遺跡で出土した貝殻
や魚骨で作られた非常に細かい玉は，多くの人の関心を引き起こした。なぜならば，この玉はハロン
文化との関係を示していたからである。
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図4 マイファー文化の遺物
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マイファー遺跡では，6,000点以上の動物の骨や歯が検出されている。動物骨は，サルやイノシシ，
ヤギ，シカ，ゾウ，ヤマアラシ，リス，テン，キツネ，ネズミなどである。特に，スイギュウやブタ，
イヌの飼育が確認されている。
人骨は，顎骨片が9点，頭骨片が342点，歯が98点，そして多くの骨は焼けている。マイファー
遺跡で出土した歯は，シャベル形で多くの歯がすり減っており，モンゴロイドの特徴がみられる。マ
イファー文化人の経済活動は，タニシ類や野菜，果実の採集，狩猟や栽培と飼育である。マイファー
文化人は，ハージャン（HaGiang）文化やハロン，バウチョー，フングエン（PhungNguyen）など
の文化の人びとと関係がみられる。
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図5 マイファー文化の土器と土製紡錘車
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ハージャン文化
ハージャン文化は，1989年に偶然に発見されたローガック（LoGach）遺跡（ハージャン市）の遺物
から考えられている。この遺跡は，ローガックⅠ遺跡とよばれる。ローガックⅠ遺跡の発見後，ハー
ジャン市のローガックⅡでも多くの遺物が偶然に発見されている。他に類似する遺跡がバックメ
（BacMe）県，バッククアン（BacQuang），ヴィスエン（ViXuyen）で少しではあるが発見されてい
る。
ハージャン地域以外にカオバン（CaoBang）やトゥエンクアン（TuyenQuang），ターイグエン
（ThaiNguyen），イエンバイ（YenBai）省で若干の遺跡が確認されている。遺跡の大半がロー（Lo）
川やチャイ（Chay）川，ガム（Gam）川流域に分布している。現在のところ，この文化に属するどの
遺跡もまだ発掘されていない。そのため，これから紹介する遺物は偶然に発見されたものである。
ハージャン文化の代表的な道具は石斧や石奔，石鋤である。それらは，横断面が半月形や太鼓形，
D字形，四角形をしている。有肩石斧は2種類ある。方形で段のあるもの，あるいは段のない有肩
石斧である。特に，カオバン省のナーコン（NaCon）では，2段2肩の石奔がある。他に，葉形のヤ
リ先は中央に凸線と溝があるが柄はなく，ハージャン文化の独特の遺物である（図6）。
採集できた土器片の量は大変に少ない。そのため，ハージャン文化の土器を確定することはむずか
しい。ローガックⅠ遺跡で出土した300片の土器を研究すると，われわれは胎土や形態，文様，製作
技術を通してハージャン文化の土器を知る手掛かりがえられる。
ローガックⅠ遺跡の土器は，主要なものは砂粒や鋭い石英粒，雲母片を混ぜた粘土で作られている。
器種は多くはないが，鉢や高坏などがある。特徴は丸底のものや脚をもつもの，直口縁のもの，幅広
の口縁部をもつタイプである。
ハージャン文化の土器は多くの文様があり，縄目文や目文，点文，沈線文，凸線文，研磨である。
特に，若干の土器片には，内外面に目文がみられる。沈線文は，口縁部，頸部，あるいは縄目文の
上にみられる。沈線文のうち，横S字文，半月形の沈線文はハージャン文化の土器の特徴としてと
らえられる。
概括すると，発掘された遺跡はまだなく，偶然に発見された遺跡遺物ではあるが，ハージャン文
化には固有の各種の遺物があり，例えば肩部が同等の長さの有段有肩石奔，無肩の石斧の3倍もの大
きさの有肩石斧，中央に凸状のある葉形のヤリ，柄のない木皮の叩き具（ペダル）などである。かり
にハージャン文化の遺跡が系統的に試掘発掘されたならば，ベトバックの革命戦区における新石器
時代後期の居住民の文化を復元するのに貴重な遺跡遺物の情報を提供するであろう。
ビエンホー文化
1953年から，P.ラフォントがザライ（GiaLai）省のプレイク（Pleiku）の高原で遺跡の踏査や遺
物を収集し，研究をした。70年代にはいると，南部の解放勢力によって，抗米救国闘争のための地
下トンネルを掘っているときに先史時代の遺物が発見されている。1975年から現在まで，ベトナム
の考古学者たちがかなり重要な遺跡を踏査し，試掘発掘を実施している。26遺跡が発見され，そ
のうち発掘された重要な遺跡はビエンホー（BienHo）とチャゾム（TraDom）であり，7遺跡が試掘
されている。これらの遺跡は同様な性質をもち，考古学者たちはひとつの考古文化を設定し，ビエン
ホー文化と名付けた。これは，プレイクの高原地帯に分布し，新石器時代後期の文化である。この文
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化の多くの遺跡は墓地遺跡である。
タイグエン（TayNguyen）の石器群の抜きん出た特徴は，ここが火山岩と燧石の産地であり，そ
れらから石器が製作されていることである。これらは硬く鋭い縁をもち，あるいは軟らかく磨きやす
いという特徴のある岩石群である。石の硬軟が石器の機能の違いに応じて利用され，火山岩は方角石
（58）
図6 ハージャン文化の石器
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斧，有肩石斧，・スイギュウの歯の形・の石奔に使用し，燧石は装飾品に，玄武岩は石皿，石杵に利
用されている。
ビエンホー文化の石器は，有肩石斧や ・スイギュウの歯の形・の石奔，片石器，V字形の溝を
もつ石皿，周囲が磨かれた痕跡のある石皿，中央に孔のあいた丸石，断面がT字形の腕輪，そして
双獣頭形耳飾りなどである（図7）。
有肩石斧と ・スイギュウの歯の形・の石奔の2種類の石器は，ビエンホー文化の主要な石器である。
有肩石器の多様性は，肩部にあらわされている。多数は撫で肩の有肩石斧であり，方角の肩部，鋭角
（59）
図7 ビエンホー文化の石器
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の肩部，はっきりしない肩部のものがある。大多数の有肩石器は切断面がレンズ形をしている。研磨
やキリの技術は精度がかなり高い。磨かれた石器は，規格精度も高い。
ビエンホー文化の土器は，砂粒を混ぜた粘土で回転台を使い製作されるものが多い。焼成温度は高
い。土器の量は多く（150m2で70,000点の破片），器種も豊富である。主要なものは鍋形で頸部が曲が
り，胴部が膨らみ，丸底である。他に鉢形土器がある。鉢は直口縁で身はほっそりし，脚は低い。逆
に，高坏は中心部が浅く，脚は高い。他に，甕やゾウの鼻のような注口をもつ土瓶がある。また，土
製円盤や土玉，土錘がある（図8）。
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図8 ビエンホー文化の土器
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土器は縄目文や沈線文，点文，穿孔，黒色あるいは赤色に塗彩されている。文様は曲線文，波状文，
縦の列点文，C字文などである。各文様は調和がとれ，横列に配されている。
ビエンホー文化の発見と研究，さらにルンレン（LungLeng）や他遺跡における遺物群の発見によ
って，国内外の研究者の関心が高まっている。
新石器時代後期の別の遺跡群
●タイバック遺跡群（ソンラー省とライチャウ省）
M.コラニーは，1927年に遺物を発見している。その後，今日まで考古学者たちは主にソンラー省
で多くの種類の石器と土製の鋤，有肩斧，方角斧，ノミ，紡錘車，装飾品を見つけている。石器は全
面磨製で，精巧である。石器製作は高い専業化がみられる。ここでは，石器製作の他に主にソンラー
省のトックキム（ThocKim）のように腕輪を専門とする製作が確認されている。
険岨な山地地帯であり，海から遠く離れているが，人びとは平原地帯や海岸地帯の居住民とダー川
を通して交流をもっていた。おそらく，タイバック（TayBac）には研究者たちが関心をよせる多く
の先史時代の遺跡がまだあるであろう。
●北中部山地地帯の遺跡群
タインホアゲアンの西の山地地帯の遺跡や遺物が外国人研究者によって1936年に発見されている。
多くの洞穴や岩陰に新石器時代後期の居住痕跡がみられる。
有肩石斧や若干の全磨製方角石斧は，ゲアン省の山地地帯の主要な石器である。方角石斧は真直ぐ
で小さな刃部は曲がり，身部は短く，それほど研磨されていない。方角の有肩石斧はよく磨かれてい
る。クアンビンの有肩石斧は，柄部が大きく，ゆるやかな肩部で一部に打割面を残す研磨である。ク
アンビンでは火山岩を利用し石器を製作し，また塗彩土器があるのに対して，ゲアンではそれがなく，
その違いは地理的立地に由来する。
クアンビンクアンチの西の山地地帯の石器と土器は，特にミンカム（MinhCam）の採集品は方角
石斧や有肩石斧，腕輪，片，ノミ，丸く割られ周囲を磨かれ，中央に孔のあいたカキ殻片，数珠玉，
粗製石器，骨製尖頭器，装飾品，それに土器である。粗製土器は各種の鍋形，瓶甕形，鉢形があり，
そのなかには脚があるものも若干みられる。文様は縄目文や歯文，沈線文などと粗い赤彩がみられ
る。
●タイグエン遺跡群
コンツム（KonTum）省のコンツム市周辺やサータイ（SaThay）県に遺跡が確認されている。
石器は鋤や ・スイギュウの歯の形・の奔，有肩石斧，有肩石奔，その未製品，中央に孔のある丸石
である。これらはビエンホー文化の石器と類似している。ビエンホー文化と相違している点は，タイ
グエンの石鋤の方が大きく，形態も違う点である。
ダクラク（DakLak）でも考古遺物がみつかっている。石器は多くの種類がみられ，特に鋤，有肩
石斧，方角石斧，石鏃，石皿，木皮の叩き具，そして装飾品である。
石鋤は大きく，長く，厚く，身は曲がり，幅広の刃部，柄部は狭く小さく，横断面は方形で全磨製
である。・Dam da・（ザムダー）と呼ばれるイカの甲の形に似ている石鋤は，身部が長くて薄く，曲
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がっている。横断面は楕円形を半分にした形である。これは現在のところ大変少なく，ダクラクの2
遺跡以外にはない。
方角石斧と方角石奔は有肩石斧や有肩石奔よりも多く出土している。方角石斧は切っ先が小さく，
刃部は左右対称で断面は長方形である。有肩石斧は大多数が撫で肩であり，肩部の左右は均しくなく，
柄部は長く，断面は平らな楕円形である。
ビエンホー文化を除いて，タイグエンの考古遺跡や遺物はまだ系統的に踏査や試掘発掘調査が実
施されていない。そのため，この地域における遺跡や遺物の発見が少なく，タイグエン地域における
新石器時代後期文化の特徴や性質を確定する基礎的資料にかけている。当然のことながら，現在知ら
れている資料からタイグエン地域の新石器時代後期文化の一面を理解するのは可能である。
まず，タイグエン人は森と渓流を利用し，生活をしていた。文化層はかなり薄いため，一箇所に長
く居住することはなかったのであろう。
タイグエン人の主要な遺物は石器である。コンツムとダクラクの地域の石器は，少し様相が異なる。
コンツムでは，有肩と方角の石斧石奔，石鋤，孔のある丸石があり，そのなかで有肩石斧石奔は，
方角石斧石奔よりも多い。逆に，ダクラクでは無肩の石斧石奔や有肩石斧石奔，石鋤，孔のあ
る丸石，木皮の叩き具があり，無肩の石斧石奔が有肩石斧石奔よりも多い。コンツムの石器はよ
りビエンホー文化のそれに類似している。
概括すると，ベトナムにおける新石器時代，あるいは ・新石器革命・はかなり早くから出現し，そ
れは18,000BP頃から開始し，4,000BPには終了していたのである。
ホアビンバクソン文化の居住民は，ベトナムにおける ・新石器革命・の先導者であった。ホアビ
ンバクソン文化の後の新石器化の道は，石器製作技術を最高度にまで発展させ，多様で豊富な生産
道具を作りだし，多くの手工業部門を発展高度化させ，特に農業と飼育の誕生をみたことである。
・新石器革命・は，・ベトナムの金属器革命・の出現に必要な前提を作りだしていたのである。
（解説）
旧版では，新石器時代後期の文化として，バウチョー文化とハロン文化が紹介されているだけであ
った。北部から南部の高原や山地地帯の遺跡については，「現在の研究状況下では彼らの生活や分布
のありかたについて，まだ明確にすることができていない」と言及されていた1）。ところが1990年
以降，中部高原地帯で比較的規模の大きな発掘調査が実施され，当該地域の様相が徐々に判明してき
たことが新版の記述でわかる。旧版と新版の大きな違いがここにある。
新版では，北部から中部高原地帯にいたる新石器時代後期の多様な様相を紹介しているが，地域間
交流や石器群の相違についての理解など，考えるべき課題が多い。特に，ハロン文化に関しては，こ
れまでの欧米人の見解を否定し，内的発展を跡付けているが，ハロン文化に特徴的な有段有肩石奔は，
中国の南部を起源として香港や海南島，台湾に拡散したという見解もあり，広い視野からの今後の研
究が必要であろう。
ところで，ハロン文化を扱った研究書としては，1999年にハロン湾管理委員会から刊行されたハ
ーフーガー（HaHuuNga）氏とグエンヴァンハオ（NguyenVanHao）氏共著のHaLong
ThoiTienSu（先史時代のハロン）があり，その第3部にまとめられた論攷が代表的なものである。
バウチョー文化を扱った研究書には，2000年に社会科学出版社から刊行されたファムティニ
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ン（Pham ThiNinh）氏の博士論文をもとにしたVanHoaBauTro（バウチョー文化）がある。
マイファー文化やハージャン文化を扱った研究書は，2007年に社会科学出版社から刊行されたブ
イヴィン（BuiVinh）氏のHanhTrinhVanHoaTienSuVietNam（ベトナム先史文化の階梯）
があり，そのなかの第2部にまとめられた論攷が代表的なものである。また，ハージャン文化の遺跡
が分布するイエンバイ省の考古学をまとめた専門書として，2004年に社会科学出版社から刊行され
たグエンヴァンクアン（NguyenVanQuang）氏のTienSuvaSoSuYenBai（イエンバイの
先史時代と原史時代）がある。これは，氏の博士論文を書きあらためたものである。
タイバック地域は西北山地帯であり，ターイ（Thai）民族やフモン（H・mong）民族などの少数民族
の居住地でもある。中国と国境を接するライチャウ省とラオスに国境を接するディエンビエン（Dien
Bien）省とソンラー省がある。この地域のひとつであるソンラー省の遺跡を扱った専門書としては，
2003年にグエンカックスウ（NguyenKhacSu）氏編で社会科学出版社から刊行されたKhaoCo
HocTienSuvaSoSuSonLa（ソンラーの先史時代と原史時代の考古学）がある。
中部高原地帯は現在も少数民族の居住域であり，コンツム省，ザライ省，ダクラク省などの地であ
る。コンツム省は，西はラオスとカンボジアに国境を接し，ザライ省とダクラク省はカンボジアと国
境を接する。この地域における本格的な考古学調査は，ベトナム戦争終結後に開始された。1995年
にザライ省文化スホーツ局から刊行されたVuNgocBinh（ヴーゴックビン）氏編のTienSu
GiaLai（先史時代のザライ）がビエンホー文化についてまとめ，ラオスやカンボジアの先史遺跡との
関係も視野にいれている。また，コンツム省の旧石器時代遺跡から初期金属時代遺跡までを網羅した
大部な研究書がグエンカックスウ氏編で2007年に社会科学出版社からKhaoCoHocTienSu
KonTum（コンツムの先史考古学）として刊行されている。ダクラク省の遺跡に関しても，2004年に
社会科学出版社から同氏編でKhaoCoHocTienSuDakLak（ダクラクの先史考古学）として刊行
されている。
地域ごとの多様な土器や遺物のありかたは，新石器時代後期文化をさらに解明するためにかかせな
い今後の研究テーマであろう。
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